


● チーム名 

チームSATORU 

● チームメンバー 

柏木洋樹、服部圭、橋本勇誠、 

岡崎直敏、鈴木隆太郎 



Vision : 30年後の理想の仙台市 

● ビジョンキャッチコピー 

 
永く住める仙台 

      



永く 
住める仙台 

ビジョン策定背景 

持続可能性 

有機性 安 心 



重点政策１ 

歩いて楽しいまちづくり 

-内容- 

①中心市街地のトランジットモール化 
 
②バス路線の見直しと次世代路面電車の敷設 
 



現状の問題 
 

• 一部道路にトラフィックが集中し、殺人
的な交通渋滞が生じている。 

• 中心市街地(とりわけ広瀬通)をまたぐ通過
交通が道路混雑を助長している。 

• それらの交通渋滞に伴い、バスの定時性
が著しく低い。 

歩いて楽しいまちづくり 



重点政策１ 

歩いて楽しいまちづくり 

-内容- 

①中心市街地のトランジットモール化 
 
②バス路線の見直しと次世代路面電車の敷設 
 



トランジットモールとは 

歩いて楽しいまちづくり 
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仙台のトランジットモール計画 

歩いて楽しいまちづくり 



重点政策１ 

歩いて楽しいまちづくり 

-内容- 

①中心市街地のトランジットモール化 
 
②バス路線の見直しと次世代路面電車の敷設 
 



次世代型路面電車の敷設 

歩いて楽しいまちづくり 



期待される効果 
 

• 公共交通の定時性確保 

• 自家用自動車の利用減少 

 

まちの公共空間を車から市民に開放 

⇒にぎわいのある歩いて楽しいまち 

歩いて楽しいまちづくり 



この政策にかかる期間・費用 
 

• 期間 

２０４２年完成予定 

 

• 費用 

車の締め出しにかかる費用 １０億円 

トラム敷設にかかる費用  ６９億円 

歩いて楽しいまちづくり 



重点政策２ 

家族にやさしいまちづくり 

-内容- 

①「育児」の義務教育化 
 
②   三世代家族の推進 
 



現状の問題 
 

• 育児に対する負担感が大きい 

① 周囲の理解不足 

② 親側の知識不足 

• 地域のつながりの希薄化 

① 核家族、単独家族の増加 

② 高齢者の孤立化 

 

家族にやさしいまちづくり 



重点政策２ 

家族にやさしいまちづくり 

-内容- 

①「育児」の義務教育化 
 
②   三世代家族の推進 
 



「育児」の義務教育化 
 

 

• 中学の総合学習の時間に「育児に関する
学習」を知識と体験の両面から実施 

• 子育て支援センターと各学区内の保護者
等と協力して行う 

家族にやさしいまちづくり 



重点政策２ 

家族にやさしいまちづくり 

-内容- 

①「育児」の義務教育化 
 
②   三世代家族の推進 
 



三世代家族の推進 
 

 

• 三世代家族が同居する際に、新居の建築
費などを一部負担する。 

• 近居する際にも、引っ越し等の費用を一
部負担する。 

家族にやさしいまちづくり 



考えられる効果 
 

• 子育ては女性だけでなく男女で行うもの
という意識が芽生える 

• 知識不足による子育ての不安が和らぐ 

• 両親が祖父母の介護をするようになる 

• 祖父母が育児の協力をするようになる 

 

家族にやさしいまちづくり 



この政策にかかる期間・費用 
 

• 期間 

① 導入実験、準備期間などに１０年 

② 条例制定、施行までに５年 

 

• 費用 

① 講師謝礼、補助金など 年間６００万円 

② 助成金        年間１億円  

 

 

家族にやさしいまちづくり 



重点政策３ 

災害を防ぐまちづくり 

-内容- 

①仙台活断層条例の制定 
 
②断層に近い学校の移転 
 



長町・利府断層とは 

災害を防ぐまちづくり 

出典：地震調査研究推進本部 



現状の問題 
 

• 長町・利府断層帯は市街地を通過してお
り、断層上に学校が多い。 

• 断層上では耐震工事をしていても、倒壊
の危険性がきわめて高い。 

 

 

災害を防ぐまちづくり 



災害を防ぐまちづくり 

台湾・九二一地震における断層上の被害 

出典：九二一地震博物館 



重点政策３ 

災害を防ぐまちづくり 

-内容- 

①仙台活断層条例の制定 
 
②断層に近い学校の移転 
 



仙台活断層条例の制定 
 

• １００メートル以内に学校の設置を禁止 

• ２００メートル以内の新たな建設を制限 

• 制限区域に建築をしようとするときに
は、施工主が断層の調査をし、断層上で
ないことを証明することを義務付ける。 

 

災害を防ぐまちづくり 



重点政策３ 

災害を防ぐまちづくり 

-内容- 

①仙台活断層条例の制定 
 
②断層に近い学校の移転 
 



断層に近い学校の移転 

災害を防ぐまちづくり 

出典：せんだいくらしのマップ 



断層に近い学校の移転 

災害を防ぐまちづくり 

出典：せんだいくらしのマップ 



考えられる効果 
 

• 防災に対する意識が高まる 

• 断層上にある校舎の倒壊を未然に防ぐ 

 

子どもたちの安全を守る 

災害を防ぐまちづくり 



この政策にかかる期間と費用 
 

• 期間 

条例制定までに５年 

最初に学校の移転開始に１０年 

 

• 費用 

約９億円 

 

 

災害を防ぐまちづくり 



予算表〈歳出〉 

● 現在 ● 10年後 

￥ 546,136,000,000 ￥ 404,380,284,000 

議会費・総務費 

7% 
市民費 

3% 

健康福祉費 

30% 

環境費・消防費 

5% 

経済費 

7% 

土木費 

22% 

教育費 

7% 

公債費 

11% 

災害復旧費 

5% 

諸支出

金 

3% 

予備費 

0% 

 
0% 

 
0% 

議会費・総務費 

7% 
市民費 

3% 

健康福祉費 

38% 

環境費・消防費 

6% 

経済費 

7% 

土木費 

11% 

教育費 

9% 

公債費 

16% 

災害復旧費 

0% 

諸支出金 

3% 

予備費 

0%  
0% 

 
0% 



予算表〈歳入〉 

● 現在 ● 10年後 

￥ 546,136,000,000 ￥ 404,380,284,000 

市税 

44% 

地方譲与

税・交付金 

12% 

分担金・使用料

等 

4% 

国庫・県支出金 

18% 

寄

付

金 

0% 

繰

入

金 

1% 

繰越金 

0% 

諸収入 

9% 

市債 

12% 
 

0% 
 

0% 
 

0% 
 

0% 

市税 

31% 

地方譲与

税・交付金 

10% 

分担金・使用料 

3% 

国庫・県支出金 

19% 

寄付金 

0% 

繰入金 

18% 

繰越金 

0% 

諸収入 

8% 
市債 

11% 

 
0% 

 
0% 

 
0% 

 
0% 



チームSATORU三本の矢 

１．歩いて楽しいまちづくり 

① 中心市街地のトランジットモール化 
② バス路線の見直しと次世代路面電車の敷設 

２．家族にやさしいまちづくり 

① 「育児」の義務教育化 
②  三世代家族の推進 
 

３．災害を防ぐまちづくり 
① 仙台活断層条例の制定 
② 断層に近い学校の移転 
 



チームSATORU 

チームSATORUのめざす30年後の仙台は 

 
永く住める仙台 

      

を実現します。 



チームSATORU 

ご清聴ありがとうございました！     


